
去
る
八
月
初
旬
、
東

京
都
狛
江
支
部
長
佐
藤

全
弘
氏
（
八
十
九
歳
）

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

狛
江
支
部
は
昭
和

五
十
二
年
に
創
設
さ
れ
、

佐
藤
氏
は
初
代
松
本
善

六
支
部
長
、
二
代
目
佐

野
耕
作
支
部
長
の
元
で
、

会
員
増
強
と
支
部
活
動

に
尽
力
、
平
成
二
十
年

に
狛
江
支
部
長
に
就
任
、

同
二
十
五
年
か
ら
は
本

年
六
月
ま
で
本
部
理
事

と
し
て
本
会
の
発
展
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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豊
田
市
は
ご
存
知
の
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
町
で
す
。
見
所

と
し
て
松
平
郷
・
紅
葉
で
名

高
い
香
嵐
渓
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
幕
府
を
開
い
た
初
代
将

軍
徳
川
家
康
の
祖
先
は
こ
こ

松
平
郷
よ
り
勢
力
を
拡
大
し

て
い
き
ま
し
た
。
家
康
か
ら

数
え
て
八
代
前
、
初
代
親
氏

は
徳
阿
弥
と
名
乗
り
、
時

宗
の
僧
と
し
て
諸
国
を
行

脚
し
、
松
平
郷
へ
や
っ
て
来

た
と
伝
え
ら
れ
、
当
時
こ
の

地
は
在
原
信
盛
・
信
重
親
子

が
治
め
て
い
ま
し
た
。
徳
阿

弥
は
還
俗
し
信
重
の
末
娘
の

婿
と
な
り
家
を
継
ぎ
、
徳
川

の
始
祖
松
平
太
郎
左
衛
門
親

氏
の
出
現
で
す
。
近
隣
の

村
々
を
支
配
下
に
治
め
て
い

き
、
二
代
目
泰
親
は
親
氏
の

弟
で
親
氏
亡
き
後
、
甥
の
信

玄
・
信
光
を
助
け
て
松
平
氏

の
勢
力
拡
大
に
尽
く
し
岩
津

城
を
攻
め
落
と
し
信
光
は
岩

津
城
を
本
拠
地
と
し
て
更
に

岡
崎
城
・
安
祥
城
を
も
手
中

に
治
め
、
西
三
河
の
半
ば
を

治
め
る
事
に
成
功
、
こ
の
時

よ
り
信
光
の
系
統
は
松
平
宗

家
と
し
て
代
々
引
き
継
ぎ
家

康
に
至
っ
て
い
ま
す
。
家
康

二
十
五
歳
の
時
、
従
五
位
下

三
河
守
の
叙
任
、
任
官
を
受

け
松
平
家
康
か
ら
徳
川
家
康

に
改
姓
し
ま
し
た
。
兄
信
広

は
松
平
郷
に
留
ま
っ
て
松
平

太
郎
左
衛
門
家
を
継
ぎ
ま
し

た
。
松
平
郷
の
東
照
宮
・
髙

月
院
・
松
平
城
・
大
給
城
の

四
か
所
を
一
括
し
て
松
平
史

跡
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
松
平
郷
の
見
所

の
一
つ
、
松
平
東
照
宮
の
現

存
す
る
水
壕
や
石
垣
は
太
郎

左
衛
門
家
九
代
尚
栄
に
よ
っ

て
、
関
ヶ
原
の
合
戦
の
後
築

か
れ
ま
し
た
。
以
前
奥
宮
に

有
っ
た
若
宮
八
幡
宮
を
こ
の

地
に
移
し
た
も
の
で
す
。
元

和
五
年
家
康
を
合
祀
し
、
そ

の
後
親
氏
も
合
祀
し
て
現
在

は
八
幡
神
社
松
平
東
照
宮
と

称
し
て
い
ま
す
。

産
湯
の
井
戸
で
す
が
、
家

康
が
岡
崎
で
生
ま
れ
た
時
太

郎
左
衛
門
家
七
代
親
長
が
井

戸
水
を
竹
筒
に
入
れ
て
早
馬

で
運
ん
だ
記
録
が
あ
り
ま
す
。

将
軍
御
代
替
わ
り
の
時
の

諸
国
巡
検
知
で
し
た
。
園
地

に
は
、日
常
松
平
郷
を
見
回
っ

て
い
る
姿
の
親
氏
公
銅
像
が

あ
り
ま
す
。
髙
月
院
は
家
康

か
ら
百
石
が
下
賜
さ
れ
、
山

門
と
本
堂
は
徳
川
家
光
の
命

に
よ
り
再
建
し
た
物
で
す
。

東
海
環
状
自
動
車
道
の
豊
田

松
平
Ｉ
Ｃ
を
出
て
東
へ
車
で

二
十
分
位
の
所
に
松
平
郷
は

あ
り
、
皆
さ
ん
の
お
こ
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

　　香
川
県
支
部

平
成
三
十
年
度
特
別
善

行
表
彰
伝
達
式
・
総
会

並
び
に
懇
親
会
を
開
催

　平
成
三
十
年
六
月
二
十
四

日
（
日
）
宇
多
津
町
ホ
テ
ル

ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋
に
お
い

て
、
平
成
三
十
年
度
特
別
善

行
表
彰
伝
達
式
、
平
成
三
十

年
度
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

し
た
。

　

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式
で

は
、
西
村
一
夫
秀
天
支
部
長

か
ら
受
賞
者
、
副
支
部
長
の

九
野
忠
義
氏
と
理
事
の
宮
本

隆
義
氏
に
表
彰
状
と
銀
章
が

伝
達
さ
れ
た
。
続
い
て
、
来

賓
の
綾
宏
坂
出
市
長
、
顧
問

有
福
哲
二
様
か
ら
は
、
受
賞

者
へ
の
活
動
の
賞
賛
と
激
励

の
祝
辞
が
あ
り
、
受
賞
者
を

代
表
し
宮
本
隆
義
氏
か
ら
謝

辞
が
あ
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
二
十
九

年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
、
監
査
報
告
そ
し
て
、

平
成
三
十
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）、
予
算
（
案
）、
一
部
規

約
改
正
と
理
事
が
各
地
で
拡

大
し
、
地
域
に
善
行
者
・
推

薦
者
の
掘
り
起
し
を
す
る
た

め
増
員
。
役
員
改
選
が
提
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

別
室
で
懇
親
会
を
開
催
、

北
慎
一
副
支
部
長
の
乾
杯
の

発
声
で
祝
宴
が
始
ま
り
、
余

興
は
カ
ラ
オ
ケ
、
手
品
な
ど

で
時
間
を
延
長
す
る
な
ど
盛

大
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。
最
後
に
丸
野
副
支
部
長

か
ら
本
会
の
発
展
と
参
会
者

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

し
て
散
会
し
た
。

　　大
分
県
大
分
支
部

平
成
三
十
年
度
春
季

善
行
表
彰
伝
達
式

並
び
総
会
の
開
催

春
季
善
行
表
彰
伝
達
式
並

び
総
会
を
、六
月
十
八
日（
月
）

大
分
市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
本

年
度
は
特
別
表
彰
銀
章
受
賞

者
二
名
の
方
、
銅
章
は
個
人

五
名
、
団
体
（
学
校
）
四
校

で
し
た
。
こ
の
日
は
月
曜
日

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
学

校
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
賞
状
伝
達
後
、
松

井
猛
支
部
長
の
祝
辞
、
来
賓

の
祝
辞
、
最
後
に
出
席
の
先

生
方
に
ご
感
想
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
受

賞
者
を
中
心
に
全
員
に
よ
る

記
念
写
真
で
伝
達
式
を
閉
会

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
「
平

成
三
十
年
度
の
総
会
」
を
開

き
ま
し
た
。
議
長
は
規
約
に

よ
り
松
井
支
部
長
が
務
め
ま

し
た
。
本
年
度
は
規
約
の
一

部
改
正
と
人
事
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
本
支
部
は
年
々

会
員
も
増
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
応
す
る
為
に
は
組
織

改
革
に
よ
る
役
員
の
増
員
、

も
っ
て
会
員
相
互
の
連
携
強

化
が
目
的

で
す
。
ま

た
、
本
年

度
か
ら
調

査
委
員
に

よ
る
選
考

委
員
会
の

設
置
等
を

提
案
し
全

て
の
案
件

は
全
会
一

致
で
承
認

さ
れ
ま
し

た
。

　　群
馬
県
北
毛
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
の
開
催
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
収
益
金
を
児
童

養
護
施
設
等
へ
寄
付

群
馬
県
北
毛
支
部
は
、
発

足
以
来
恒
例
と
な
っ
た
「
第

十
八
回
群
馬
県
北
毛
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
」
を
、
去
る
七
月
十
六
日

（
月
）
海
の
日
に
、
榛
名
山

麓
の
「
伊
香
保
国
際
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
に
お
い
て
、

会
員
相
互
の
融
和
。
親
睦
と
、

県
民
へ
の
善
行
会
活
動
の
啓

蒙
を
目
的
と
し
て
、
日
頃
か

ら
支
部
活
動
に
賛
同
い
た
だ

く
３
４
４
名
と
い
う
多
く
の

参
加
者
の
も
と
、
盛
大
に
開

催
致
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
成
績
発
表
と
表

彰
式
に
併
せ
、
参
加
者
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

金
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し

た
。
島
村
支
部
長
か
ら
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
収
益
金
の
一
部

を
、
児
童
養
護
施
設
「
子
持

山
学
園
」、
高
山
村
社
会
福

祉
協
議
会
、
榛
東
村
社
会
福

祉
協
議
会
へ
そ
れ
ぞ
れ
寄
付

し
、
さ
ら
に
地
方
紙
（
上
毛

新
聞
）「
愛
の
募
金
」
へ
寄
付

を
行
い
、
財
団
法
人
上
毛
新

聞
厚
生
福
祉
事
業
団
よ
り
感

謝
状
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
会
場
に
は
花

い
っ
ば
い
運
動
の
一
環
と
し

て
「
鉢
花
」
四
百
本
を
持
込

み
、
参
加
者
に
配
布
し
て
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
本

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
年
々
参
加

者
も
多
く
な
り
、
善
行
会
本

部
作
成
の
「
広
報
チ
ラ
シ
」

を
参
加
者
全
員
に
配
布
す
る

な
ど
、
善
行
会
並
び
に
善
行

活
動
を
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
出
来
る
な
ど
、
大
き

な
成
果

を
あ
げ

る
こ
と

が
出
来

た
実
り

あ
る
大

会
と
な

り
ま
し

た
。

　　兵
庫
県
支
部

平
成
三
十
年
度
支
部
総

会
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
別
総

会
並
び
に
春
季
善
行

表
彰
伝
達
式
の
開
催

今
年
は
、
異
常
な
猛
暑
日

が
続
く
中
、
本
年
度
の
兵
庫

県
支
部
総
会
が
平
成
三
十
年

七
月
二
十
一
日
（
土
）、
神
戸

市
東
灘
区
の
「
櫻
宴
」
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
事
務
局
長
の
総
会   

開
会
宣
言
、
当
日
は
来
賓
と

し
て
清
水

玲
子
兵
庫

県
青
少
年

補
導
委
員

会
会
長
の

ご
臨
席
を

賜
り
、
会

員
六
十
名

余
の
出
席

（
他
委
任

会
員
七
十
五
名
）
の
下
開
催

す
る
。
本
年
度
は
出
席
会
員

も
六
十
名
余
の
多
人
数
を
得

て
の
初
め
て
の
大
総
会
と
な

り
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

本
年
度
は
支
部
密
着
、
支

部
の
活
性
化
を
進
め
全
員
活

動
の
輪
を
広
げ
、
会
員
親
睦

の
絆
を
育
み
、
ブ
ロ
ッ
ク
を

拠
点
と
し
た
活
動
展
開
を
行

う
。
総
会
終
了
後
は
、
懇
親

会
を
支
部
顧
問
の
早
乙
女
前

日
本
善
行
会
理
事
の
乾
杯
発

声
で
歓
談
、
盛
会
裡
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

善
行
川
柳	

選
者 

東

　
　逸
平

○

そ
れ
は
駄
目

　首
振
り
諭
す
や

　チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
首
振
り
諭
す
》
と
す
る
か
、《
首
振
り
諭
す
や
》
と
す
る
か
、
字

余
り
に
な
る
の
で
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
。

　評
者
は
原
句
の
通
り
、《
諭
す
や
》
が
抽
象
的
な
情
景
で
良
い
か
も
ね
。

○

花
は
散
る

　新
し
衣
裳

　身
を
ま
と
う

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
《
花
は
散
る
》
と
言
い
切
っ
た
と
こ
ろ
が
良
い
で
す
ね
。

　《
身
に
ま
と
う
》
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
作
者
の
熟
達
し
た
表
現
力

を
思
わ
せ
ま
す
。

○

久
し
ぶ
り

　第
一
声
は

　元
気
か
い

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
そ
の
通
り
で
す
ね
。
平
易
な
出
来
事
を
す
ぐ
に
川
柳
に
変
え
る

事
の
で
き
る
作
者
は
、
作
句
を
楽
し
み
な
が
ら
創
っ
て
い
る
の
で

す
ね
。

○

若
き
ら
の

　募
金
が
広
ぐ

　善
意
の
輪

大
分
県

佐
藤

　満
洋

評
／
《
募
金
が
広
ぐ
》
は
、《
募
金
広
が
る
》
と
し
ま
し
ょ
う
。

　着
目
点
は
と
て
も
良
い
で
す
よ
。

　　佐
賀
県
唐
津
支
部

支
部
清
掃
活
動
の
実
施

八
月
六
日
早
朝
よ
り
唐
津

支
部
に
お
い
て
は
、
会
員
の

意
識
向
上
並
び
に
奉
仕
活
動

を
通
し
て
絆
を
深
め
る
た

め
、
ま
た
、

地
域
に
お

い
て
唐
津

支
部
の
存

在
を
高
め

貢
献
す
る

た
め
に
清

掃
作
業
を

実
施
し
ま

し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

愛
知
県
支
部

徳
川
家
康
始
祖
の
地

松
平
郷

産湯の井戸

髙月院山門

親氏公銅像

松平親氏座像


